
第７次山形県教育振興計画（７教振）

ウェルビーイング※を目指し、多様性あふれる持続可能な社会の実現を担う山形の人づくり

今後１０年間の山形県の教育の方向性と具体的な取組みをまとめたものです。

県民の皆さんへ（メッセージ）

目 標

❶ 体 験
ワクワク・ドキドキ！
みんなで一緒にけん玉体験！

探究学習「ミチノクヒメユリ」の生産振興
（新庄神室産業高校）

❷ 探 究「なんで？」を大切に

みんなで教育を語り合おう！
「７トーク」（県内各地で実施中）

❸ 尊 重

みんなが主役で応援団

❹ 協 働

みんな笑顔で

※身体的・精神的・社会的に良い状態にあること。短期的な幸福のみならず将来にわたる持続的な幸福を含むとともに、個人だけでなく、地域、社会が幸せや豊かさを感じられる良い状態にあることも含む包括的な概念。

県民みんなでチャレンジ！（イメージ）

ワクワク無限大

✎ 自分なりのチャレンジを書いてみよう！

チャレンジを支えるもの

教育ＤＸ 教育環境

子どもたちの体験活動や学びの充実に、企業・団体等の
皆さんの得意分野を活かしませんか？

（コメントは７トークなどより）

地域学校協働活動 放課後子ども教室
（西川町立西川小学校）

一緒に地域の特産品づくりに
知恵を絞る！

生徒や保護者、地域の方々が語り合う様子
（山形市立金井中学校）

山形の教育のこれからについて前向きに語り合おう！
出張

☆ お申込みは 裏面記載の教育政策課 まで

「やまがた教育パートナーズ」
のロゴを一緒に考えよう！

美術部員とのデザインの打ち合わせ
（山形北高校）

子どもたちがけん玉を通してチャレンジするとか、失敗
してもそこから自分なりに課題を見つけて成長していく
ような力がついていければいいなと思っています。
（地域ボランティア（けん玉講師） 奥山さん）

ウェルビーイングは、人それぞれ違うものです。それを目指すためには、一人ひとりが、個人の幸せだけでなく、社会全体の幸せに関わる当事者として、自分なり
に持てる力を活かして前向きに挑戦（チャレンジ）していることが大切となります。
このため、目標の実現に向けては、学校だけでなく、県民一人ひとりが、自分なりに教育に関わっていただきたいと考え、その思いをメッセージとしてお示しして

います。この計画は、教育を自分事としてとらえ、取り組んでいくためのヒント集にもなっており、４つの「県民みんなでチャレンジ」としてまとめています。
身近なことから県民みんなでチャレンジしていきましょう！

取組みに一緒に参加することで、絶滅危惧種を守ろうとい
う高校生の想いを、企業の力があればかたちにできる、と
いう役割に気づきました。
（㈱テクノーブル 部長 羽田さん）

例例

多様な世代が共通の話し合いをする場というのはあまりな
いので、生徒の成長のためだけでなく、これからの地域づ
くりのためにもよい機会だったと思います。
（金井中学校学校運営協議会 会長 細谷さん）

山形には魅力的に輝いている企業があるので、そういう企業
とどんどん接点を増やして、学びを深められたらとてもいい
なと思います。
（グラッシーデザイン㈱ 代表 内藤さん ）

家族でテント宿泊体験
をする（保護者）

英語の小説を読み切る
（中学生）

プロ野球選手を目指し
て練習する（小学生）

弟にやさしくする
（小学生）

障がいを持った子どもた
ちとふれあう（高校生）

５人兄弟のそれぞれ良い
ところを伸ばす
（保護者）

研磨の技術を極めて子ど
もたちに見せる（企業）

こだわりのシャープペン
シルを開発する
（中学生）

インターンシップで生徒
とたくさん話す（企業）

色々なボランティアに参
加する（小学生）

絵画講座を開いて様々な
人とつながる（地域）

例例

例例
例例

看護の学びを活かして地
域の役に立つ（高校生）




